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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

【背景】膵腎同時移植(simultaneous pancreas-kidney transplantation : SPK)は、末期腎

不全を伴った 1 型糖尿病患者に対する唯一の根治治療である。しかし、本邦では脳死ドナ

ーが不足しているため、SPK 待機中の死亡率が高い。そこで、SPK 待機中の 1 型糖尿病

患者の死亡リスク因子を解析するとともに、脳死膵移植に先行した生体腎移植 (living 

donor kidney transplantation : LDK)が、SPK待機患者の死亡率を低下させ得るかどうか

の検討を行った。 

【対象と方法】1 型糖尿病患者 71 例を後視方的に解析した。26 例に SPK、15 例に LDK

が施行され、30 例が SPK 待機中であった。各群の生存率とともに、SPK と LDK に関し

ては移植腎生着率についても後視方的に解析した。また、SPK登録待機患者の死亡率に寄

与するリスク因子に関し、Coxの比例ハザードモデルを用いて解析を行った。 

【結果】5年累積生存得率は SPK 100％ vs LDK 93.3％(P＝0.19)であった。5年腎生着率

は SPK95.7% vs LDK100%(P=0.46)であった。SPK待機中の 5年累積生存率は 77.7％で

あった。透析期間のみが単変量、多変量解析ともに統計学的有意差を示し、SPK登録待機

患者の生存率に寄与する独立した危険因子であった。 

【結論】LDK、SPK の生存率、腎生着率には差はない一方で、SPK 待機中の生存率は年

を追うごとに低下する。透析期間が SPK登録待機患者の生存率における唯一の独立した危

険因子であることから、脳死膵移植に先行した LDK は末期腎不全を伴った 1 型糖尿病患

者に対する有用な治療選択肢と考えられる。 

 

以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につい

ての試験は、まず研究目的、方法、実験結果などについて説明を求め、各調査委員により

専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項につき種々の質問を行ったが、いずれ

についても適切な回答を得た。 

 

 よって、調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。 

 

 

 


